第37回　施設処遇検討会議　議事録　H24.3.5

13:30～15:00

青山荘交流室

　　　　　　　　　　　　　　　　　　出席者：須々田珠実・木村春子・中村文洋・中岫かなえ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小坂和子

　　　　　　　　　　　   　　　　　（ 欠席者：秋山欣也・長谷部S.G.M・馬渕豊子

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上平ユリ子）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記　録：小坂　和子
議題

１：吉田キクエ様（青風荘入所者様）の処遇について

２：清川　厚子様（青山荘入所者様）の処遇について

１：吉田キクエ様（青風荘入所者様）の処遇について

病名：統合失調症　　
＜問題点・介入方法＞

① 　身体機能の低下への対処

○ 両耳が聴こえ難くなっている。
○ 体重・体脂肪の増加。
○ 不調時を伝えてくることがあまり無い。

· 高齢による、両耳の難聴がある為、会話では声を大きくして聞き取りやすいようにする。
· 身体機能の低下と体重・体脂肪の増加を防ぐ為、荘内プログラムではストレッチや体操といった体への負担が少ない運動を勧めていく。
· 腰痛といった身体状況について青陽館スタッフと情報交換を行い、本人は納得のいく無理のないプログラムへの参加を検討していく。
· 身体機能だけでなく免疫機能の衰えも考慮し、体調不良時に直ぐ気付けるよう見守りを行なっていく。
· 体調不調時にはスタッフへ知らせるよう、勉強会などで繰り返し伝えていく。
· 間食の見直し（体重増加し易い食品を控える・摂取時間・量）の必要性を指導していく。
② 保護者（長男）との関係修復

· 長年疎遠となっている保護者は本人との面会を拒んでいる様子。保護者は妹や姪とは連絡（電話）を取っている為、場合によっては関係修復の協力依頼をしていく。
③気になる事の解消
○ 姉様の墓参り
· 定期的なお知らせ（青風荘たより・家族面談等）の際には別途に面談の必要性を記載する。

・ 妹様・姪様へのお盆の墓参りに連れて行って欲しいという旨の依頼の仕方を伝えていく。
・ 必要時には、スタッフからも本人の希望について本人の妹・姪へ協力依頼を行なっていく

＜評価＞

年齢から来る身体的な問題（腰・膝痛）を考慮して、運動プログラムを始めとした各プログラムへの参加の仕方を各関係機関と情報共有を行い、より良い生活を送って頂くよう支援を継続していく。長年疎遠関係であったことから保護者（長男）・本人ともに相手と交流しようとする意思は薄い為、場合によっては本人の妹様・姪様の協力を受けて、互いの近況を伝えてもらうなど徐々に関係修復を図っていく。今後の退所先としては、介護施設への入所を一つの方向性として検討を行なっていく。

２：清川　厚子様　（青山荘入所者様）の処遇について

病名：統合失調症　　合併症：糖尿病（19単位）白内障

　＜問題点・介入方法＞

①体重の減量・58kgまで減量する（退所条件）
○ 毎日の体重・バイタル測定
○ 散歩・ウォーキング

①毎日の体重・バイタル測定
→糖尿病の為、毎朝体重・バイタル測定を行い記入し、主治医へ報告。
②散歩・荘内ウォーキングをスケジュールに取り入れる。
③栄養指導では万歩計をつけて、毎日6000歩、歩くよう指導される。キャラクターのシールやスタン

1 健康管理
○ 糖尿病の数値を下げる（退所条件）
プを利用し、本人の意欲を引き出す。
○ 自炊訓練（バランスの良い献立）
① 月1回の栄養指導を受けている。

→体重を58ｋｇまで減量する為の指導では、ご飯は130ｇ・パンは8枚切りで１枚半、主菜（卵１個・魚1切れ・肉60～80ｇ・豆腐小1個・普通1/3）野菜・きのこ類・海藻類は100～120ｇ・汁物・漬物・その他

○ 1日で摂ってよいもの、果物（りんご1/2）・牛乳200ｃｃ・またはヨーグルトをバランスよく摂っていく。多く摂り過ぎない。

○ 野菜・海藻類は多く摂ってもよい。
○ 外食・間食は主治医より禁止とされているが、守れない為、外食量は2/3程度・間食は1日350kg

までは良いと栄養指導を受けている。継続できるように対応・介入していく。
主治医の許可にて、根城内科より処方となった糖尿病の薬アマリール1錠を、3/2の朝より服用している。
2 保清指導・週3回の入浴（退所条件）
○ 皮膚科受診（巻き爪の治療を継続）
→医師の指導のもと、巻き爪の治療を継続する。
①皮膚科受診し、巻き爪の治療を継続する。
しかし面倒くさいと拒否するので、介助が必要となる。
　また、皮膚科の治療では改善が見られないため、主治医と相談し外科手術も検討していく。
②入浴を週3回（火・木・日）行う。（退所条件）

→皮膚受診している事もあり、悪化すると自分が困る事を繰り返し説明していく。
3 定期的な掃除洗濯をする。

→掃除洗濯を行っていない時は、促しながら一緒に行う。
＜評価＞

食事管理が必要であるが、説明への理解が薄く指導を聞き入れず、糖尿病数値が悪化してきている為、身体面のコントロ－ル・体重減少などに取り組んでいく必要がある。足の巻き爪についても悪化している状態にあり、外科的治療が必要と思われる為、受診の方向としていく。また、金銭管理に関しては計画的に使用することが出来ず、要求が通らないと興奮状態となることがある為、繰り返しの金銭管理への説明から意識向上を図り、引いては生活レベルの向上に努めていく。

